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LCA手法を用いた易分解性糖蓄積稲わらからのバイオエタノール生産
プロセスにおけるコスト、CO2、エネルギー収支の予測
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易分解性糖蓄積稲わらからバイオエタノールを生産するプロセスについて，想定される
モデルプロセスを作成し、LCA手法を用いて解析したところ、生産コスト125円/L、CO2排出量
0.92kg/L、エネルギ収支比2.0の水準の達成が期待できることを示した。

セルロース糖化に伴う酵素コストを低減することにより、通常稲わらもバイオエタノールの
資源として有望であると推察した。
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